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（１）

トスピーチの後、９つの分科会に分かれてワークショ

ップが開催されました。

３．１０月２７日Ｃｈａｉｒｍａｎ，ｓＤｉｌｍｅｒ：ＩＶＡOffice

：参加者約３６０名

夕方からはＩＶＡの瓢務所でＣｈａｉｒｍａｎ，sDinner

が行われました。Ｄｉｎｎｅｒが始まる前にConference

Ｒｏｏｍで、IVAのChairman,ProfessorStigHagstr6m

に、各国からの７５周年に対する祝辞と記念品の贈呈

がありました。中国、輪国などアジアの国からも記

念品の!脳呈がありましたが、日本からはこの様な記

念行事への参加の経験が少なく、この様な行事があ

るということも知らされていなかったので、何も準

備していませんでした。国際的にも極めてまずい雰

囲気となりましたので、借越ではありましたが即席

で祝辞を申し上げ、記念品をホテルに忘れてきたと

エキスキューズを述べ、明日持参する約束をいたし

ました。その後、数ヶ国からも記念品をホテルに忘

れてきたとのエキスキューズがあり、会場は爆笑の

渦に沸きました。翌２８日Ｓｅｍｉｎａｒの始まる前に、

PｒｏｆｅｓｓｏｒＨａｎｓＧＦｏｒｓｂｅｒｇ（Ｐｒｅｓｉｄｅｎｔｏｆ

ｌＶＡ）へ、昨日渡せなかった記念品に、７５周年を迎

えたＩＶＡの記念11iIl,としてふさわしい、１２００年の雌史

を示す正倉院御物を文様にあらわしたものとの説明

をつけて、手持ちの龍村織りのテーブルセンター（約

２万円相当品）をお渡しいたしました。こういうイベ

ントに伽え、日本工学アカデミーにて、贈呈品を準

備しておくことが国際外交上、好ましいことではな

いかと思いました。さて、Ｃｈａｉｒｍａｎ'ｓＤｉｎｎｅｒは、

ＩＶＡの事務所で行われたわけですが、約３６０人が出

席する本格的なもので、さすが歴史のあるアカデミー

であり、この様な多人数のdinnerが出来る重厚なス

ペースを持っていることに感銘を受けました。

４．１０月２８日Ｓｅｍｉｎａｒ：率ＴｈｅＦｕｔｕｒｅＲｏｌｅｏｆ

ＮａｔｉｏｎａｌＧｏｖｅｒｎｍｅｎｔｓａｓＰｒｏｍｏｔｅｒｓｏｆ

ＳｃｉｅｎｃｅａｎｄＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙｆｏｒｌｎｄｕｓｔｒｉａｌ

『

副会長中原恒雄

１．はじめに

スウェーデン王立工学アカデミー（IVA：ＴｈｅＲｏｙａｌ

ＳｗｅｄｉｓｈＡｃａｄｅｍｙｏｆＥｎｇｉｎｅeringSciences）

は、先方の話によるとスウェーデンでは一番新しい

アカデミーですが、世界では最も古い工学アカデミー

とのことでもあります。本年で設立から７５周年を迎

える為、記念行事が１０月２７日から２９日にかけて多

岐に渡って盛大に行われました。

１１本工学アカデミーでは会長宛の招待状を受け取

りましたが、岡村会長のご都合がつかなかった為、代

理に私が日本代表として参加するようにと御指示を

受けました。１０ﾉ１２７，２８１~lの両日の行事に出席い

たしましたので、その時の様子をとりあえず簡単に

書而で報告させて戴きます。

２．１０月２７日Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ：Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙａｎｄ

ｔｈｅＦｕｔｕｒｅｏｆＷｏｒｋ：StockholmCityConference

Centre：参加者約５３０名

ProfessorStigHagstr6m（ＣｈａｉｒｍａｎｏｆＩＶＡ，

ＣｈａｎｃｅlloroftheSwedishUniversities）か

ら、徹迎の辞の後、ＩＶＡでとりまとめた将来技術の

調査報告がありました。その後、海外から招待され

た５人のキーノートスピーカーによる講演が行われま

した。その内の１人は日本からセイコー飴子の原副会

長で「燕ＪａｐａｎｅｓｅＭａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇａｔａＣｒｏｓｓ

Ｒｏａｄ」というテーマで講演をなされましたのキーノー

『

１０月２７日から２９日にかけて、スウェーデン

のストックホルムで開催されたスウェーデン王

立工学アカデミー（ＩＶＡ）の７５周年記念総会に、

11本工学アカデミーを代表して、中原副会長が

出席され、１０月２８日のセミナーではshort

presentationもされました。

以下は、同副会長より御寄稿頂いた出席報告

です。



れもノーベル賞の授与式と全く同じということでCarl

Gustaf国王とSilvia王妃の御出席がありました。食

､事前の１時間程、別室にて海外からの出席者は国王に

ご挨拶させて戴く機会が与えられ、私も日本工学ア

カデミーよりということで御挨拶させて戴く光栄に

浴しました（写真)。宴の終り近くには、ノーベル賞

の授与式でも有名な場面として知られているそうで

すが、ファンファーレを合図に会場の明かりが消さ

れ、約９０人位の女性がガウンをまとい、１，２００本の

ローソクをともしたアイスクリームのデザートを掲

げながら、２階の階段から列をなして降りてきて、サー

ビスをしてくれるという場而がありました。ローソ

クの行列のかもしだす幻想的な雰囲気に、参加者は

皆酔いしれました。誠に盛大な宴が深夜におよぶま

で続けられました。

グロ，
、列

（２）

中原副会長とCarIGustaf国王（左）

ProfHansGForsberg，

ＰｒｅｓｉｄｅｎｔｏｆｌＶＡ（右）

《
‐6．あとがき

１０月２７日午後１時間程、前ＣｈａｉｒｍａｎｏｆＩＶＡ

のＤｒ，GunnarJohansson（ＡＢＶｏｌｖｏの前会長)、

現ＣｈａｉｒｍａｎｏｆｌＶＡのProfessorStigHagstr6m、

現PresidentofIVAのProfessorHansGForsberg

および次期ＰｒｅｓｉｄｅｎｔｏｆＩＶＡのＤｒ・KurtOstlund

等と私とで懇談を行いました。ＩＶＡではPresident

交替の機会に、古いしがらみに縛られて、新しい産

業にそぐわなくなっているＩＶＡの運営の改善をはか

りたいのだが、日本工学アカデミーは、発足して８年

しかたっていない、日本工学アカデミーの新しい考

え方、進め方、財政などは、むしろ現状に合ってい

ると思われるので、･色々意見や情報を教えて下さい

とのことでした。その求めに応じて、有りの侭の姿

を紹介しておきました。

また、これに続く更に１時間程、ProfessorHans

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ：ＩＶＡ，ｓＣｏｎｆｅｒｅｎｃｅＣｅｎｔｅｒ

：参加者約２００名

Ｓｅｍｉｎａｒは座長をＤｒ、ＬａｒｓＷｏｈｌｉｎ（Ｆｏｒｍｅｒ
ｈＡ

Ｇｏｖｅｒｎｏｒ，ＴｈｅＣｅｌｌｔｒａｌＢａｎｋｏｆＳｗｅｄｅｎ）が

務めて行われました。キーノート・スピーチは「聯Ｔｈｅ

ＥｌｕｓｉｖｅＴｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ：Ｓｃｉｅｎｃｅ，Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，

ａｎｄｔｈｅＥｖｏｌｕｔｉｏｎｏｆＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌPolitics」

というテーマでProfessorEugeneSkolnikoff（政

策科学・ＭＩＴ）によって行われました。米国が軍事

研究及び基礎科学研究重視型の研究から民需及び技

術開発重視型に政策を転向したこと、競争力強化の

為に努力をしている事情の説明等、アメリカの国内

政策の解説がありました。その後、フランスからＤｒ・

YvesFarge（ＥＵ委貝会の顧問、兼VicePresident，

Pechiney）と、日本からの私と、ドイツからＤｒ､Ｍａｎｆｒｅｄ

Ｕｎｇｅｒ（Director，ＨｏｅｃｈｓｔＡＧ）から、１０数分

ずつコメンートの発表を行いました。私の発表は、通

座省、科技庁、文部省等の研究開発の概況及び日本

政府の役割と考え方、又、産業の在り方と役割につ

いて述べ、ガット・ウルガイラウンドで設立が合意

されたＷＴＯのガイドラインを尊諏すべきことや、例

えば、ＣＡＥＴＳの様なnongovernmentalorganization

の国際活動を名国の工学アカデミーが推進すべきで

あることを述べた内容です。その後、この４人がパネ

リストとなって、会場の参加者も加わり、活発なパ

ネル討論が行われました。

５．１０月２８nTheAnnualMeeting：ＴｈｅＳｔｏｃｋｈｏｌｍ

ＣｏｎｃｅｒｔＨａｌｌａｎｄＢａｎｑｕｅｔ：ｔｈｅＳｔｏｃｋｈｏｌｍ

ＣｉｔｙＨａｌｌ：約１，２００人

ＩＶＡの７５周年記念総会はConcertHallにて開

催されました。ＩＶＡではスウェーデンの産業に貢献

のあった人々をメダルにして顕彰しているI.'』で、今

回はChristopherPolhelmをメダルにした紹介が

ありました。またＩＶＡのｔｈｅＡｃａｄｅｍｙ，ｓＭｅｄａｌｓ

が、数人の方々へ授与されました。この授与式はノー

ベル賞と全く同じ形式、同じ会場で行われているそ

うで、メダルの授与も国王から直接行われました。な

お、このＩＶＡ総会の出席者には服装として燕尾服に

ホヮイトタイの着装と胸に勲章の着用を求められま

した。記念講演はProfessorHansGoForsberg

(ＰｒｅｓｉｄｅｎｔｏｆＩＶＡ）による「ProgressinSwedish

ResearchandTeｃｈｎｏｌｏｇｙ」というテーマで、ス

ウェーデンの産業技術の歴史と近況についての報告

がありました。

この後引き続いて、ＣｉｔｙHallに会場を移して７５

周年記念パーティ（Ｂａｎｑｕｅt）が行われました。こ
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ＧＦｏｌ･sberg、Ｄｒ・KurtOstlund、及びＤｒ、Edvard

Fleetwood（SecretaryGeneral，Sweden-Japan

Foundation）等に、日本から参加した原セイコー電

子副会長、関根東京理科大学教授（11本工学アカデ

ミー会員）、中原の３人が懇談に招かれました。ＩＶＡ

では、記念行馴:の１つとして、スカンジナビア諸国と

協力して、日本の訪問（ScandinavianR＆DMission

toJapan）を計山しているそうです。この訪問は日

本の産業界におけるＲ＆Ｄの管理について視察する

ことを目的としているとのことで、色々なアドバイ

スを求められました。先方から訪問のアレンジメン

トの希望があった時には、アレンジメントのお手伝

いをすることを約束して参りました。又、訪問団が

来日した時には、日本工学アカデミーのメンバーに

対応して戴くよう、ご協力をお願いすることになる

と思います。よろしくご配慮いただけますようお願

いしておきます。

以上

CAETS管理理事会

ＣＡＥＴＳ（世界工学アカデミー連合）管理理事会は

予定通り去る１０月３１１EIフィンランドのヘルシンキで

開催された。最近の慣例として管理哩覗会は、平均

年１回開縦され、隔年の総会（Convocation）とあ

わせて、主として管理運営上の問題を議事とする会

議と、その中間の年に若干時間をかけて、管理運営

.ｋの問題ばかりでなく各メンバーアカデミーの活動

の報告をしたり、ＣＡＥＴＳとしてのテーマを考えたり

するものとにわけて行われている。今回のものは'一'１

間年に当たるもので、丸一日かけて行われた。今回

の決定事項としては来年次の予算がほぼ現行通りで

承認されたほか、会長、第一副会長の交代が決定さ

れた。

会長は、任期満了で退任するスイスのLucTissot

氏に代わってスウェーデン王立工学アカデミー（ＩＶＡ）

会長のＨａｎｓＦｏｒｓｂｅｒｇ氏が、又、第一副会長には

英国王立工学アカデミー（ＲＡＥｎｇ）会長のWilliam

Barlow卿が選出された。会長、第一副会長は共に任

期２年で、会長は次のConvocationの開催地のアカ

デミーから、又、第一副会長にはその又次の開催地

のアカデミーから選出され、順送りに昇格する事に

なっている。（このルールがそのまま継続すると、日

本工学アカデミーから第一副会長が選出されるのは

2004年、会長に界略するのは２００６年、Ｈ本での総

会開催は２００７年になる。）又、第二副会長には、酬

（３）

(尚、本文中にご紹介のありました

＊「ＪａｐａｎｅｓｅＭａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇＩｎｄｕｓｔｒｙ

ａtaCrossRoad」

（セイコー電子工業原副会長）

＊「ＴｈｅＦｕｔｕｒｅＲｏｌｅｏｆＮａｔｉｏｎａｌＧｏｖｅｒｎｍｅｎｔｓ

ａｓＰｒｏｍｏｔｏｒｓｏｆＳｃｉｅｎｃｅＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙ

ｆｏｒｌｎｄｕｓｔｒｉａｌＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

－ＣｏｍｍｅｎｔｓｆｒｏｍＪａｐａｎ－」

（中原副会長）

＊「ＴｈｅＥｌｕｓｉｖｅＴｒａｎｓｆｏｒｍａｔｉｏｎ：Ｓｃｉｅｎｃｅ，

Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，ａｎｄｔｈｅＥｖｏｌｕｔｉｏｎｏｆ

ＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌPolitics」

（Ｐｒｏｆ，ＥｕｇｅｎｅＳｋｏｌｎｉｋｏｆｆ，ＭＩＴ）

のスピーチ原稲のｃｏｐｙがございます。ご希望の方は

事務局までご連絡下さい。又、中原副会長より、御

自身のスピーチの和訳をお寄せ頂きましたが、校了

後のため今号にお載せすることができませんでした。

次号に掲載を予定しております。）

務局を担当しているStevenAnastasion氏が再選

された。

その他の主要な議事としては、次回１９９５年（第１１

回)、及びその次１９９７年（第１２回）のConvocation

のプログラム作成の進行状況、又、１９９９年第１３回

の柵想について報告があり、承認された。

第１１回総会は、スウェーデンのキルナ（Ｋｉｒｕｎａ，

６８．Ｎ２０ｏＥ）でIﾘ1年６月１８日（日）から６ﾉ１２１日

（水）迄開催されるが、そのテーマは“CreatingWealth

inHarmonywiththeEnvironment”で、副

題は“TheRoleofEngineersandtheirAcademies”

である。北極圏に入る土地で白夜のシーズンに開催

されるのが目玉になっている。会議は“Sustainable，’

を一つのキーワードにしたもので、招待誰油を中心

とした全体会議に１日、４つのワーキング・グループ

に別れて１日、そのとりまとめと討論に半日の配分に

なっていて、初日は登録・レセプション・展示紹介

等になっている。ワーキング・グループの分類は

Sustainableな都市、水の供給。利用とリサイクル、

畷境的に害のない製品とプロセス、ライフ・サイク

ル・アセスメントの４つになっている。

第１２回の総会は、英国スコットランド地方のエジ

ンバラ（Ｅｄｉｎｂｕｒｇｈ）で１９９７年５月２０日（火）か

ら５月２３日（金）迄“Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ，Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ

ａｎｄＳｏｃｉｅｔｙ'’と越して開催され、会議の第１日は



エコバランス国際会議

動について報告があり、日本工学アカデミーからは、

去る３ｊ１１４，１５両Ｈ開催された第３回国際シンポジ

ウムのお礼と報告及びプロシーディングスの進行状

況について話した後、第４回国際シンポジウムを１９９６

年にTechnologyPolicyを主題として開催する予

定である旨を話し、プログラムの力点、講演者の選

考等について、各メンバーのアイデアや意見を１９９４

年末迄に出して頂きたい旨要請した。

次回の管理理事会は、１９９５年６月１８日（日）に総

会に先だってキルナで開催される事になったが、そ

れ迄にプログラムを具体化して、ＣＡＥＴＳの後援を正

式に求める事になる。又、１９９６年の管理理事会をこ

のシンポジウムに時期を併せて、日本で開催しては

との声が一部メンバーよりあるので、日本に管理理

事会を招聡するかについて、国際シンポジウム準備

委員会、国際委員会、理事会等で検討して頂きたい

と思っている。

他に各アカデミーより最近の活動のうち他のメン

バーにも興味がありそうな問題の紹介や、各国アカ

デミーに共通な問題などについて意見の交換があっ

たが、議論の中心は環境、工業教育、競争力等であ

った。又、加盟アカデミーのない各国の状況につい

ても報告があったが、次の入会の可能性はハンガリー

の様である。又、東アジアでは、アカデミー創立に

ついて紳国の動きが本格化して来ている。

（文責桜井宏）

ﾉ'二前中に将来予測、午後に如何にInnovationを起こ

させるか、２日目にはInnovationと社会との関係、

３日目にはＮｅｅｄｓと機会や必要なコントロールにつ

いて討議を行い、４日目の午前中に討論をまとめる事

夕臣、

Tissot氏（右から二人目）

Forsberg氏（右端）
《
、

になっている。

第１３回（１９９９年）のフランスの計画はまだ初期

の準備段階であるが、南フランス・ニースの近くの

Sophia-Antipolisで５月頃に“Science-Technology

-Health”と題し、大都市の公衆衛生、産業公害と

健康、新しい診断、治療予防のための技術、健康管

理のシステムやそのための職業人及び一般公衆の教

育などについてのセッションが企画されている。

会議の最後の部分で、各メンバーアカデミーの活

材料と技術の開発のためのライフサイクルアセス

メント（ＬＣＡ）についての発表と討論を目的とした

｢エコバランス国際会議」が、１１月２５、（火）から

１１月２７日（木）迄の３日間、つくば市の金屈材料技

術研究所で開催された。内容が日本工学アカデミー

が去る５月、米国工学アカデミーの国際会議に協力し

たものと共通する部分も多く、地球環境専門部会で

検討している内容とも関係が深いので、日本工学ア

カデミーも協賛団体の一つとして協力したものであ

る。

会議場となった科学技術庁金属材料技術研究所は、

本館が本年７mに完成し、目黒の旧研究所から移転し

たもので、大部分のセッションが行われた第一会議

室は、開設後初めての本格的利用で、新居所長によ

平成６年１１月２５日（火）～２７日（木）

金属材料技術研究所（つくば市）

（４）

れば「柿落し」の由である。

会議では、ＬＣＡを材.料に適用する方法や事例を中

心としていろいろなアプローチによる報告がなされ

たが、基本的な考え方や考慮すべきファクター、用

いるべき難礎データ等についてのコンセンサスが出

来ていないのが実状の様であった。

一方、ＬＣＡの方法については、ISOTechnicalCom-

mittee207やSETAC（TheSocietyofEnvironmental

ToxicologyandChemistry）の作業が、基本的問題

についてのコンセンサスがないままに相当のスピー

ドで進行している様であり、特にＩＳＯでは、ＬＣＡに

よる解析の方法に加えてデシジョンメーキングのプ

ロセス迄踏み込んで居り、場合によっては経宮管理

のやり方迄規定される事になり、デシジョンメーキ

ングのプロセスが、海外の企業と異なる日本企業が

対応に苦慮する事態も危慎される。

ＬＣＡそのものの手法については、目的方法を正し

日時

場所



《
世

民間企業からの参加者に中堅専門職、管理職が多く、

幹部役職員の参加が少なかった点が気になった。

発表論文内容の詳細について御希望の方には、プ

ロシーディングス（事前配布のもの）の目次コピー

を差し上げますので、事務局迄御連絡下さい。また、

その後、個々の発表論文（英文）のコピーも可能と

存じます。全プロシーディングスのコピーについて

も入手可能（有料）です。

（文責桜井宏）

SirWiIliamBariow
専務理事、KeithDavis

工学部長、MartinD．Ｈ・Bloom若手技術者日本研

修担当部長の４人も一緒に来I.1され、参加された。岡

村会長は、表敬而談に先立ち、在日英国大使館主催

の'二１本の工学関係産学界のリーダーを招いての昼食

会に招待された。表敬面談には、桜井専務理事も参

加し、主として、両国のアカデミーの組織や運営方

法について意見の交換があった。夕方には、“The

BritishEngineeringScene，，と題するBarlow

会長講演会があり、最近の英国の製造業や工学に関

係した主な出来躯や英国王立アカデミーの活動にっ

〈認識して利用すれば、環境的により望ましい製品

の選定や設計、プロセスの選定、リサイクルの方法

などを決定するのに役に立つものであり、各方面で

の理解が深まり、真に地球環境の維持、改善に寄与

する様に利用される事が期待される。

本国際会議の主催者である、㈱未踏科学技術協会

エコマテリアル研究会及び日本ＬＣＡ研究会の予定し

た、約２００名の参加者を大幅に上回る２６０人（内、外

国人４１人）の溌録者があった事は、ＬＣＡに関する一

般の興味が相当以上である事を物語っている。一方、

英国王立工学アカデミー会長他来日

（５）

『、

去る１１月１４日英国王

立工学アカデミー会長

WilliamBarlow卿一

行が来日、日本工学アカ

デミー岡村会長を表敬さ

れ､種々意見を交換した。

英国アカデミーからは、

Barlow会長の他、国際

担当のＡ､Ａ・Denton副

会長､JohnRAppleton

いてのよくまとまった講演（約３０分）があったが、

会場（新築の英国大使館ホール）の収容力の関係で、

日本工学アカデミーからは、役員と国際委員にだけ

しか御案内出来なかったのが残念であった。ただ、講

演全文（和、英両方）のコピーがありますので、御

希望の方は事務局迄お申込み下さい。

両アカデミー会長の面談と誰演会の間に若干の時

間があったので、前記Bloom部長担当の若手技術者

日本研修計画で来日中の５人の研修生と英国より来日

の一行との而談の席にも招かれて傍聴したが、この

ような計画の研修生の受け入れ体制について考えさ

せられるところがあった。

識油終了後、Ｔｈｏｒｐｅ公使主俄のレセプションがあ

り、誰加会参加者も招待され、Barlow会長一行と懇

談の機会を持った。

日本工学アカデミーとして、今回の日英両工学ア

カデミーの交流について種々御配慮頂いた英国大使

館、特に担当のAnthonyCox参事官に御礼を申し

上げたい。

（文責桜井宏）

第６５回談話サロン「最近の脳の研究について」

郎部会長）の企画により理化学研究所国際フロンテ

ィア研究システム長で、現在の日本学術会議会長の

伊藤正男氏をお迎えし、「最近の脳の研究について」

と題する誰淡をうかがった。身近な脳の話というこ

とで会員の関心も,1.1i〈、７０名聯の出席を得た。

日時平成６年１１月１５日（火）

場所弘済会館

論師伊藤正男氏

（理化学研究所国際フロンティア

研究システム長）

第６５回談話サロンは、バイオ専門部会（三浦談一



-ｬ雛蓉

司会の三浦部会長か

ら、先ず伊藤先生のご

略歴の紹介があり、現

在日本学術会議の会長

を勤められておられる

こと、日本神経科学学

会の会長など数々の学

会の璽要な任務につか

れ、また顕著な学術業

績により学士院恩賜

れた。信号の伝達機構も、電気信号が変換されシナ

プス後ニューロンへ伝達されるときの化学物質や、そ

のときの連鎖反応についてはかなり解ってきたとい

うことである。伝達のルートも下等動物から１１甫乳期

など高等動物になるにつれて、内部刺激を誘導して

フィードバック回路を形成するなど信号の流れが被

＃'''化することを示された。ただし、小脳の信号経路

はかなり解ったが、大脳は複雑でまだまだ信号伝達

のメカニズムは解っていないようである。

次いで、脳の認識機能について話をされた。物を

見る情報は網膜から視床下部へ伝わり、さらに後頭

葉で形、色、距離を認識するということである。サ

ルについてはよく研究が進んでおり、たとえばトラ

を見たときの反応について、2,000個位の基本図形を

見せてサルの反応を洲べた研究例を紹介された。そ

の結果、円に縞‘模様を付けて、これに小さな尻尾を

線で書くと本物のトラのときと同様の反応を示すそ

うである。縞模様が無いと反応しないそうである。ま

た、円だけでは駄目で尻尾が大事のようである。い

ろいろおもしろい刺激に対する反応があるが、脳に

おいては細胞毎に認識を分担し、これを総合的に解

釈する機構ができているという話であった。さらに

脳の認識のマッピングに話が及び、脳には生まれて

からの発達の早い部位と遅れて発達する部位の違い

があり、叡智は遅れて発達する部位が司るというこ

とである。ヒトに名詞を与えて用途を考えさせる実

験を行うときの脳の血流を調べるとどの部分で一生

懸命に考えているかがわかる。そのようないくつか

の実験例を示して説明をされた。更に、新・新皮質

〈思考機能)、扇桃体（価値判断)、帯状回（動機付け)、

視床下部（情報、行動)、海馬（記憶)、脳幹（意識、

脈眠）など大脳の役割分担のマッピングを示された。

脳の研究についての最近の成果を中心に、スライ

ドとＯＨＰで広汎な話題を提供して頂いたが、講演の

後に思考の減緯の過程についての質問、脳とこころ

の関係、脳の進化や退化の問題など多くの質問があ

り、時間が予定をオーバーする状況であった。最後

に、司会の三浦教授が講演に対して感謝の言葉を述

べられて、閉会となった。この談話サロンの記録は

工学アカデミーのInformationにまとめられる予定

である。

（文責古崎新太郎）

鱗

伊藤正男氏
賞、藤原賞、文化功労

者などの栄誉を受けておられることなどの紹介があ

った。

ご誰髄では、学術会議会長というお立場から、研

究の性格についての話題に触れられた。従来は、荘

礎研究（原理の研究。大学が主として行う）と、応

用研究（企業が主に行う）とに分けて考えられたが、

その中間に戦略的研究strategicresearchという

ものがあると考えられるようになってきたというこ

とである。戦略的研究とはすぐには役立たないが将

来役に立つ可能性のある研究ともいえる。アメリカ

では国内の基礎研究と戦略的研究に力を入れてきた

が、現在は更に外国の基礎、戦略的研究をも取り入

れる方向で議論が進んでいる。イギリスは従来、蕊

礎研究が優れていることが知られているが、これか

らは外国の戦略的研究や応用研究を取り入れること

を考えている。日本は基礎研究や戦略的研究に弱く、

応用研究が強い。基礎研究や戦略的研究については

外国の成果に頼っているといえるというような話を

された。

また、研究資金を基礎研究と戦略的研究の両方に

当てると、戦略的研究の方が大きくなってしまい、そ

うなると研究の進め方に計iIIii性とか時間の制限とい

った問題が出てくる。研究も没個'性的になる。ここ

に、政策立案者と研究者との間に認識のずれが出る

問題があるということであった。

さて、以上の前慨きの後、脳の話題に入られたが、

脳の研究も基礎研究から戦略的研究まであり、更に

治療やコンピューター・ロボットなどに発展すれば

応用研究にまで広がるというお話であった。脳は数

100億の細胞と細かい血管からできており、更に１つ

の細胞に10,000個のシナプスが繋がっている複雑な

システムを構成しているという説明から話を進めら

伽拙荊f柵賑卿I磯鋤伽

＃息…
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平成６年秋の会員の顕彰。叙勲

文化功労者顕彰の

井口洋夫先生の業績

この度、井口洋夫先生

が、文化功労者の栄誉を

受けられた。井口先生は

有機結晶の物性の研究の

世界的権威であるが、特

に、「有機半導体」の概

念の提唱者として著名で

ある。昭和２３年に東京

大学理学部化学科を卒業

して大学院に進学され、

赤松秀雄教授のもとで炭

素材料の電気電導,性を研

究したが、炭素材料と構造的に類縁関係にある多環

芳香族化化合物に着目して、その遡導性を系統的に

洲べ、「有機半導体」の概念を世界に先駆けて提唱さ

れた。この業績によって、州和４０年に学士院賞を受

蛍しておられる。昭和４０年に東大理学部から物性研

究所に移られ、電気伝導、光伝導に加えて光電子放

出の研究も展開して、有機固体の物性化学の基盤を

描築された。また、分子科学研究所の創設に尽力さ

れ、同研究所の発足時から昭和６２年に定年退官され

るまで、分子科学研究所の教授として研究所の発展

に尽力するとともに、有機半導体。光伝導体の研究

を幅広く推進された。この間にも、ＢＥＤＴ－ＴＴＦ系

の咽荷移動塩の物性研究の緒を開くなど、大きな研

究業績をあげられた。昭和６２年から６年間、分子科

学所の所長を務められた後、現在は、岡崎国立共同

研究機構長である。また。日本化学会の会長その他

多くの要職を兼任しておられる。

（文責黒、晴雄）

(黒lIIIlIIi雄氏は東京理科大学教授（東大名誉教授）で、

ルロ洋夫先生の御業績をよく知って届られるばかり

でなく、個人的にも親交があるので、当アカデミー

会風ではありませんが、特に祝詞をお願いしました｡）

（７）

文化功労者顕彰の

高木屍先生の業績

本アカデミー会員高木

風先生は､１１月４日に､栄

えある文化功労者として顕

彰を受けられた。本アカデ

ミーにとっても大変名誉な

ことで､先生に心からの祝

意を呈する次第である。

先生は昭和６年東京帝

国大学工学部を御卒業

後、日本大学教授を経て

昭和１７年東京帝国大学

教授に就任され、昭和3９

年から岡学宇宙航空研究所の初代所長として宇宙航

空.に学の発展に卓越した指導力を発揮された。昭和

４４年には同学を定年退官されて名誉教授の称号を受

けられ、日本大学教授に就任された。そして昭和６１

年には東京工科大学の初代学長に就任され、今日ま

で引続き学長として同学の発展に識力されている。

この間先生は電子工学の研究教育に力を識され多

くの業績をあげられた。特に東京大学における宇宙

空間観測グループのリーダーとして、科学衛星の開

発・打上げ・追跡など、宇宙電子工学の育成に多大

の貢献をされた。また早くから圧磁振動子、水晶フ

ィルターなどの基礎的な研究において優れた成果を

あげられるとともに、電力事業における電子通信技

術の導入を推進され、電力線搬送通信、テレメーター、

搬送継電器などの研究を行って高い評価を受けられ

た。さらにこれらの研究を通じて、寵子部品の信頼

性向上の重要性に着目され、我が国の電子部品の信

頼性を世界最高のレベルとする上で指導的な役割を

果たされた。また国際標準化の推進に長期にわたり

搬力され、昭和３１年以来国際電気標準会議（ＩＥＣ）の

11本代表として、さらに昭和５２年には日本人として

初めて同会議の会長に選出されるなど、地球的規模

での貢献を果たされている。

先生の卓越した御業績に対しては、これまでに勲

二等旭日重光章、紫綬褒章など多くの栄誉が与えら

れているが、今度の文化功労者顕彰は、正に錦上花

を添えるものといえよう。

（文責猪瀬博）



熱一等瑞宝章受章の

石坂誠一先生の業績

本アカデミーの設立に

あたって大きな貢献を果

たされた石坂誠一会員が

本年11月４日勲一等瑞宝

章を受章された。石坂氏は

1922年(大正11年）１０月

２４日のお生まれで、本年

72才を迎えられたが、ま

すますお元気で奥様ととも

に親授式に出席された。

石坂氏は、１９４４年東

京粥国大学工学部応用化

院に進まれ、４６年特別学科をご卒業後ただちに大学院に進まれ、４６年特別

研究生前期を修了後東京工業試験所（現在の工業技

術院物質工学工業技術研究所）に入所された。５６年

に課長に就任され、第８部長、次長を経て、７６年か

らは東京工業試験所所長として研究所の管理運営に

あたられた。この間の「海水の淡水化利用に関する

研究」は世界水準を抜くもので、これにより８６年の

紫綬褒章を始め日本海水学会技術蛍、井上春成賞、科

学技術功労者賞等数多くの賀を受賀されている。ま

た、この間５８年から６２年まで在アメリカ合衆国大使

館科学アタッシェとして科学技術外交の最前線で活

躍された。７８年から８３年までは工業技術院長として、

わが国産業技術研究開発全般を総播された。工業技

術院長辞職後は８６年まで野村総合研究所顧問のかた

わら、産業技術審議会・産業構造器議会の委員とし

て産業技術政策立案に貢献された。８６年に人事院人

事官に就任されてからは、国家公務員行政に科学的

見地から光を当てられるとともに、科学技術に関連

する国家公務員の処遇の改善に献身的な努力を傾注

された。たとえば、研究交流促進法、任期付任用、フ

レックスタイム等今日大きな意味を持っている諸制

度は同氏の任期中のものである。１９９４年３月任期満

了の後は富山国際大学長として、大学の管理運営、後

進のご指導にますますご活躍中である。

なお、今回のご受章はご棚父から３代にわたっての

勲一等のご受章であると伺った。まことに希有のこ

とである。

石坂氏の勲一等瑞宝章ご受章を心からお祝い申し

上げるとともに、ますますのご活雌をお祈り申し上

げたい｡

（文費市川悼信）

（８）

勲一等瑞宝章受章の

永野健副会長の業績

日本工学アカデミー永

野健副会長が、本年秋の

叙勲で勲一等瑞宝章受章

の栄に浴された。日本工

学アカデミーとしても心

からお祝い申し上げた

い。同氏の最近の御活躍

については、ここ２，３

年ほとんど連日の新聞、

テレビ等の報道で会員の

方々もよく御存知と思う

ので、詳しくご紹介の必

要もないと思うが、歯に衣をきせず正論を主張され

ながら、周囲から敬愛されている方である。

永野さんは、大正１２年３月１７日のお生まれで、旧

制二高を経て、昭和２０年秋東京帝国大学第一工学部

治金学科を御卒業になって、直ちに当時の三菱鉱業

㈱に入社され、会社の体制は何回か変ったが、以来

技術者として、経営者として、金属業界や学会のリー

ダーとして、又、最近は経済界全体のリーダーとし

て、会社の経営ばかりでなく、技術の発展、世界の

業界の発展、日本の経済に大きく貢献されて来た。

技術者としては、現在標準的な銅の製錬プロセス

の一つになった三菱連続製鋼法を完結したシステム

として完成するに当って、当初のアイデアの時代か

ら、商業プラントとして実用化される迄１０年間以上

に亘る実質的プロジェクトリーダーであり、この業

績については、内外の各学会等からの賞に加え、藍

綬褒章を昭和５９年に受賞されている。

経営者としては、三菱金属㈱の社長として、又、平

成２年に合併した三菱マテリアル㈱の会長として、と

もすれば旧来の随習を墨守しがちな、歴史の古い企

業の経営に新しいアイデアを投入する事が多かった

が、世間で有名になったものに、技術系新入社員を

入社直後に、全員研究所に一旦配属する事などがあ

った。又、この合併そのものも、永野会長のイニシ

アチブと実行力で実現したことは、社内外に知られ

ている。

業界や学会のリーダーとしては、単にその役員や

会長の座につかれるだけでなく、在任中は常に全力

投球され、業界、学会のために労を惜しまれなかっ

た。特に国際協力については早くからその亜要性を

認識され、国際団体役員にも就任されているが、常

宍.可

毎画９
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に全体の利益を考えた発言をされるので、海外の同

業幹部や関係学者の信頼が厚い。日本工学アカデミー

についても、特にその国際活動について、現在の事

務局オフィスについて御高配頂いているばかりでな

く、述営そのものについてもいろいろ御指導、御協

力を頂いて居り、極めて御多忙な最近でも、顧問会

や国際委員会に御出席下さって非常に有益な御意見

を頂いている。

昭和６０年前後からは、経済界全体へのサービスに

関係した御活雌が増加し、特に平成３年に日経連の会

大越孝敬さんを偲んで

通産省工業技術院産業

技術融合領域研究所・所

長、本工学アカデミー副

会長大越孝敬さんは去る

１１月４日、胃悩の為逝

去されました。最近かな

り病状の悪化しているこ

とは承知しておりました

が、十日ばかり前、病室

から電話があって、直接

いろいろ話をした私にと

っては、計報に接して全く信じられない思いでした。

私が昭和２９年の秋英国の留学から帰国したとき、

大越さんは私の研究室で卒業研究をやることになっ

ていました。それ以来４０年間、特に私が東大を定年

退官するまでは、研究室でほとんど毎日顔を合わす

ような仲でしたが、その間その精力的な活動振りに

はほとほと感心させられていました。

大越さんは昭和３５年東京大学大学院工学研究科博

士課畷を終了、直に専任講師として母校に勤務、翌

年助教授、５２年教授に昇進、その間昭和３８年４月か

ら１年半米国ベル電話研究所研究員として米国の研究

所における研究生活の経験をしております。昭和６２

年東京大学先端科学技術研究センターの設立に際し

初代センター長として現在の先端研の基礎を築き、更

に平成５年１月通産省工業技術院産業技術融合領域研

究所の創設に際し望まれて初代所長に就任、現在新

研究所の運営に精魂を込めて努力中でした。

大越さんは始めマイクロ波工学の研究に従事し、マ

イクロ波盟子管、特にその電子ビームに関する研究、

また平而回路の概念を提唱し多くの立派な成果を卜

（９）

長に就任されてからは、我が国の経済界全体を代表

する立場で、八而六菅の大活躍をされている事は会

員の皆様の御存知の通りである。

これからも益々御健勝で世界のため、ｎ本のため、

又日本工学アカデミーのために御指導、御尽力頂き

たいものである。

今回の御受章のお祝詞に代えて、永野さんの御業

績の－･端を紹介させて頂きました。

（文責桜井宏）

東京電機大学学長岡村総吾

（日本工学アカデミー会長）

げましたが、更に光学の研究に転じ、三次元画像、光

ファイバ、コヒーレント光ファイバ通信の研究に独

創的な多くの研究成果を挙げました。その結果、学

士院賞、服部報公賞、ＮＨＫ放送文化蛍、藤原覚、Ｃ

＆Ｃ賞、ＩＥＥＥＭ.Ｎ､LiebmannAward、等国内外

から多くの著名な賞を受け、更に電子情報通信学会

およびテレビジョン学会からは論文賀、著述蛍、業

紙賞等の数多くの賞を受けておられます。

大越さんは上記のように輝かしい研究業繊を率げ

るとともに、教育面では多くの優れた人材を養成し、

また多数の国内学会、政府審議会、国際学術団体、国

際会議でも指導的な役割を果し、日本のみならず世

界の学術の進歩に多大の貢献をしています。その一

端を示すと、電子情報通信学会会長、テレビジョン

学会会長等を歴任し、現在でも国際電波科学連合副

会長、Ｆ１本学術会議会員等の要職にあります。また

数々の国際会議の組織委員長を勤めましたが、昨年

国際電波科学連合第２４回総会を京都で開催するにあ

たり、組織委員長として努力し、多くの外国からの

参加背の称賛を博したことは記憶に新愈ところであ

ります。

大越さんは本工学アカデミーにおいても、情報専

門部会、国際委員会、会員選考委員会の委員として

活躍、平成３年理事、本年より副会長の重責にありま

した。特に本年３月に開催された第３回国際シンポジ

ウムでは実行委員会副委員長として、プログラムの

立案について大いに貢献されました。

大越さんはこのようにその専門の分野で多忙な毎

日を送りながら、音楽、読書、園芸等多くの趣味を

もっておられました。特に音楽については作曲の特

技を持ち、若い頃私の家で研究室の一同が集まった



時、自分の作曲したピアノとフルートの曲を仲間と

合奏したこともありました。正直なところ当時は演

奏者のせいか、それ程感心しませんでしたが、後に

改めて作曲したフルートとピアノのための１０の小品

は、青山のレーザーテック研究所の小ホールで専門

家によって演奏され、大変感銘を受け、大越さんの

才能に敬服した次第です。

このように大越さんは、今尚数多くの分野で華々

しく活躍中で、御本人もいろいろ今後成し遂げたい

仕事が山のようにあったことと推察されます。今回

の手術の直前に病院に御見郷に伺った時も、「検査の

為入院したのですが、手術した方が良いとのことに

なってしまいました。しかし入院前、期日に余裕の

ある懸案事項も念の為全部片づけておいたので気が

九州地区活動報告

講演 会

１０月３１日「環境負荷の低減に関する講演会」と題

して、福岡市ホテルステーションプラザにおいて、九

州地区活動事業が開催された。本会地球環境専門部

会が中心となり、地元、九州産業技術センターと共

催して行われたもので、本会会員（１５名）をはじめ、

九州、四国地区の関連企業、福岡市の関連部局及び

この問題に関心のある地元大学院等から１００名を越

える多数の参加者があり、大盛会であった。

諦演内容は、（１）ＣＯ２の分離、回収、処分に関す

る現状と将来（植田昭二氏：三菱頭工業㈱特別顧問、

本会理事）（２）廃棄物処理の問題点とクローズドシ

ステムの提案（花嶋正孝氏：棉岡大学工学部教授、廃

棄物学会会長）（３）プラスチックのリサイクルの現

状と今後の課題（佐伯康治氏：日本ゼオン㈱専務取

締役）であった。

斌題は、環境問題として現在、国際的に関心の高

い内容であり、１週間前の１０月２５口から２７日にか

けて、時を同じくして、「第２mＣＯ２国際シンポジウ

（１０）

楽です｡」と話しておられました。

今大越さんを失って、多くの関係者が途方に暮れ

ているのではないかと思います。本当に惜しい人を

失って、我国は勿論、世界の学界にとって大きい損

失です。

大越さん、私には丸々と肥って、何時も汗をかき

ながら忙しそうに活躍している以前の貴方の姿が目

の前に浮かんでいます。貴方の今迄の業績に対して

は本当に敬服します。しかし貴方は何故そんなに急

いでいろいろの仕事を片づけて、あっという間に天

|封に旅立っていかれたのですか。この世で休む間も

無く派勤し続けてこられた大越さん、どうか安らか

に伽眠り下さい。

ム（側)地球環境産業技術研究機椛、理事長、小林庄

一郎氏一開催地は京都市)」（次号記事予定）及び「エ

コバランス国際会議（㈱未踏科学技術協会、エコマ

テリアル研究会会長爾藤進六氏一開催地はつくば

市)」（木号Ｐ４）が開催されるなど誠に時宜を得たも

のであったため、参加者は熱心に聴識され、活発な

質疑応答が行われた。地区活動事業にふさわしい熱

のこもった有意義な講演会であった。

『

噸弘１１縄

Ｆ１

■

鞘ｿ識

澗撫
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懇親会風景

引き続き会場を移して懇談会が行われた。講師３名、

本会会員１３名の他、九州産業技術センター及び福岡

市関連部局から若干名の参加があった。席上、本会

哩馴を代表して出席した飯塚幸三氏から、国際活動

関係を中心に、理工学離れの現状及びその対策、会

員贈強について等々、本部報告が行われた。

本部からの報告が終了後、関係者２５名が出席して、

懇親会を開催し相互に親睦を深めた。

（文黄中山茂雄）

桑

'鰯調?！
』
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（１１）

日
場

新入会員及び復会会員の紹介

以上２程

戸・

堅

ＧＩ

第３分野再掲）

東京工業大学生命理工学部生体分子工学科、教授

福井工業大学経営工学科、教授

東京理科大学理工学部工業化学科、教授

関西ペイント㈱、嘱託

清水建設㈱技術本部、副本部長

東京大学先端科学技術研究センター、教授

東京理科大学基礎工学部材料工学専攻、教授

第４分野再掲）

東京大学生産技術研究所第４部、教授

第３分野再掲）

第５分野再掲）

第３分野両:褐）

(大島

赤池

大島

笛木

村瀬

藤盛
１ユ＄

序

平野

(藤礁

山本

(大鳥

(平野

(赤池

柴次

敏宏

柴次

和雄

平八

紀明

輝雄

賢一

紀明

良一

柴次

賢一

敏宏

第２分野

第３分野

第４分野

第５分野

第６分野

唇 第７分野

以Ｉ－Ｌ８霜

（復会会員）

第２分野成松

第６分野清瀬

二
平
啓
量

関電興業㈱、取締役社長

東海大学工学部、教授上

｢国際バイオシンポジウム９５名古屋」

開催の御案内

日本学術会議第５部との懇談会

時平成７年２月１７日（金）１８：００～

所Ｉまあといん乃木坂

時平成７年１月１８日（水）１２：００～

所虎ノ門パストラル桔梗の間

年賀詞交歓会のお知らせ

日時平成７年１月２６日(木)～２７日（金）の２日間

会場名古屋国際会議場

（名古屋市熱田区熱田西町１－１）

テーマ明日の産業をリードするバイオテクノロジー

主催国際バイオシンポジウム９５名古屋開催協議会

く間合先〉ＴＥＬ：０５２－２３１－３０４３

後援外務、文部、厚生、通産、運輸、科技庁

他４省庁、９県、９産業団体

協賛日本工学アカデミー他３０関連学会

日
場



大西光司会員

新王子製紙㈱、最高技術顧問

平成６年11月25日逝去享年79歳

匡鱈加伽州''19A峨州〆伽〃－１Ｗ伽_IV194ZDece剛ら〃Ｚ卯至

（１２）

事務局年末年始休業のお知らせ

謹んで御冥福をお祈り致します｡

来る１２月２９日（木）から１月５日（木）まで、耶務局年末年始休業のことと致しますので、ご不

便をおかけ致しますが、宜しくお願い申し上げます。

へ
皇

律画９

編集後記
大越孝敬会員（副会長）

通産省工業技術院産業技術融合領域研究所、所長

平成６年11月４日逝去享年62歳

（弔辞前掲）

1994年もあとわずかを残すばかりとなり、会員の皆

様も何かと気忙しくお過ごしのことと存じます。

今年最後のニュース４１号をお送り致します。

不況の中で明けた1994年は、自社連立の村山政権の

誕生や、１ドル90円台という円高等、日本の政治･経済

に新たな変革をもたらし、又､国外においては､各地の

難民、地域紛争等山積する難問を抱えた年でございま

した。ＰＫＯや国連常任恥'1:岡入り等の問題を通し、|到

際社会における日木のとるべき立場を改めて考えさせ

られる年でもあったような気が致します。

日本工学アカデミーにおいても、第３回国際シンポ

ジウムの成功をはじめとして、各委員会、或いは専門

部会や地区活動等もより活発化し、談話サロンも毎回

盛況を呈すなど、一段と謝業内容も充実してまいりま

した。ひとえに会員の皆様の御尽力の賜と存じます。

会員増強や地区会員の皆様へのサービスの向上等、ｎ

本工学アカデミーの今後の課題はもちろんのこと、よ

り活発な国際活動等さらに積極的な活動の展開が期待

されます。

長い間、日本工学アカデミーの発展に御貢献下さっ

た副会長大越孝敬様、又、長谷川謙浩様、粛藤進六様、

大西光司様の御冥福をお祈り致すと共に、会員の皆様

の御健康とさらなる御活雌をお祈り申し上げます。

どうぞ良いお年をお迎え下さいませ。

（編集子）

長谷川謙浩会員

川崎重工業㈱、相談役

平成６年11月121F|逝去享年78歳

蔚藤進六会員（前材料専門部会長）

側)神奈川科学技術アカデミー、理事長

平成６年11月21日逝去享年75歳


